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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ ⑮

小１プロブレムのような課題が指摘される中、小学校にスムーズに移行す

るためのある研究レポートから、入学前に育てたい能力を紹介します。

１年生の生活を充実させるために

1年生の皆さんはできていますか? 発達障害等が疑われる場合には、なか

なか身に付かないこともあります。あせらず少しずつ成長していきましょう。

①基本的生活習慣を身に付ける。

規則正しい生活リズム（食事・睡眠等）、身辺整理（片付け・

身支度・衛生等）を自分の力でできるようにしていきましょう。

自分でできなければ、先生や友達に手を借りることになってしまいます。

②集団のルールを守る。

あいさつをしっかりとしましょう。安全への配慮（交通ルール・善悪の判

断等）もできるようになりましょう。また、友達と一緒に遊び、よいところ

は認め、悪いと思ったら謝ることができるようになりましょう。

③集中して取り組む。自分の思いをコントロールできる。

嫌いなこと、苦手なことにも取り組むことができるでしょうか?

また、多少、嫌なことでも、みんなでしているときは、がまんできる

でしょうか? 自分の好きなこと以外でも、がんばる力をつけましょう。

④人の話を聴く。自分の思いを言葉にして伝える。

話を聴くことは、相手の思いが分かることにつながります。また、

思いを伝えることで大切なことは、嫌なことは嫌と言えること、そし

て、正しい言葉遣いができることです。自分が体験したことを言語化

したり、何をしていきたいか表現したりする力も身に付けましょう。

⑤基本的信頼感を獲得し、役に立っているという自己有用感をもつ。

私たちは、この子が認められる体験、認められる満足感、よさが発揮できる

場をつくり出し、自尊感情を育てる中で、信頼関係を築いていく必要があり

ます。認められる喜びを感じながら、取り組んだことは、あきらめ

ず最後までやり遂げるようになっていってほしいものです。

⑥自分で考えようとする力を高める。

指示で動くのではなく、自分で考える力を付けましょう。生活や

遊びの中で、時期・時間に関心をもって行動しようとすることも必要です。
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